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既
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昭
和
五
士
年
舞
鴇
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を
。
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…
以

　
　
月
書
ち
名
は
　
　
水
道
料
金
の
改
正
．
，
：
　
．
．
B

園
3
証
た
52
児
容
村
章
決
定
…
…
…
…
・
の

畔
藩
灘
臨
固
定
資
産
税
難
縫
㈲

2
園
た
顔
つ
年
）
お
印
か
ん
条
例
全
面
改
正
．
…
㈲

第
灘
総
鍬
［
］
」
…
…
…
｛
川

　
　
　
　
村
章
き
ま
る

　
村
章
を
、
一
般
公
　
わ
し
く
は
、
ニ
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

募
い
た
し
ま
し
た
　
　
い
。

と
フ
」
ろ
、
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
村
章
の
説
明
》

紋
立
早
が
、

糠
れ
ま
し
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昭
和
五
十
一
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

一
般
会
計
…
…
八
億
二
千
六
百
六
十
九
万
四
千
円

国
保
特
別
会
計
…
…
一
億
三
千
三
百
四
十
三
万
三
千
円

水
道
会
計
事
業
…
…
二
億
四
千
七
十
八
万
円

▼
…
昭
和
五
十
一
年
度
の
予
算
を
審
議
す
る
第
一
回
定
例
村
議
会
は
…
▲

　
▼
…
一
二
月
十
二
日
に
招
集
さ
れ
、
五
日
間
の
日
程
で
、
熱
心
に
そ
し
…
▲

　
　
▼
…
て
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
三
月
十
七
日
に
可
決
成
立
さ
れ
ま
し
…

　
　
　
▼
…
た
の
で
、
そ
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
［
般
会
計

周
囚
臓
鉛
畿
％
難
碧

万
円
、
つ
づ
い
て
村
税
の
二
億
四
千
九

百
八
十
五
万
四
千
円
で
す
。
　
そ
の
う

一般会計歳入予算内訳表
　　　　　　　　（単位・千円）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
▲

ち
の
村
民
税
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
伸

び
が
見
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
固
定

資
産
税
に
お
い
て
、
工
場
の
新
設
、
増

築
等
に
よ
り
大
巾
な
伸
び
が
見
込
ま
れ

た
た
め
、
昨
年
当
初
に
比
べ
て
村
税
全

体
で
二
十
五
・
二
％
の
増
と
な
り
ま
し

区　　分 予算額 構成比 一世帯当り
（1，947世帯）

人ロー人当り
（8，618人〉

1．村　　　税 249，溺4 3α2％ 128，記8円 28，992円

2．地方譲与税 13，000 1．6〃 6，677〃 1，508〃

3，晟辮墾 19，000 Z3〃 亀759〃 2，205〃

4．地方交付税 280，000 33．9〃 143，811〃 32，490〃

5。箭磐鐘 800 α1〃 411〃 93〃

6．鐸塗及茎 18，Z）5 2。2〃 9，瑛）7〃 2，123〃

7遷用餅韓 17，（22 z1〃 8．743ウ 1，975〃

8．国庫支出金 39，628 48〃 2α353〃 4，田8〃

9．県支出金 148，483 18、0〃 76，262〃 17，宏9〃

1α財産収入 1，094 α1〃 ＄2〃 127〃

1L寄附金 1

12繰入金 20，000 Z4〃 10，272〃 a321〃

la繰越金 3，000 α4〃 1，541〃 348〃

1生諸収入 12，017 1．4〃 6，172〃 1，鐙5〃

15村　　　債 4，500 α5〃 2，311〃 駆2〃

歳入合計 繊6，694 mO〃 424，599〃 95，926〃

た
。

　
県
支
出
（
県
か
ら
各
種
事
業
に
対
し

補
助
金
と
し
て
入
る
お
金
）
で
は
、
一

億
四
千
八
百
四
十
八
万
三
千
円
と
前
年

に
比
べ
て
、
三
・
四
％
増
と
な
り
ま
し

た
。

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

農
林
水
産
業
費
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
二
億
四
千
五
十
七
万
二
千
円

　
こ
の
歳
出
金
額
は
全
体
の
四
分
の
一

以
上
を
占
め
る
も
の
で
、
基
盤
整
備
事

業
を
中
心
と
し
た
各
種
の
補
助
事
業
、

農
業
構
造
改
善
事
業
お
よ
び
農
道
八
路

線
の
改
良
舗
装
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

総
　
務
　
費
　
　
㏄

一
億
三
子
八
百
六
十
一
万
三
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
役
場
の
機
構
全
般
に

わ
た
る
、
ふ
だ
ん
必
要
な
経
費
を
は
じ

め
、
税
務
、
戸
籍
、
住
民
登
録
事
務
や

選
挙
に
必
要
な
経
費
お
よ
び
区
の
運
営

村
章
決
定

武
野
谷
さ
ん
の
作
品
に

　
　
　
応
募
数
八
十
四
点

　
合
併
二
十
周
年
に
あ
た
り
昨
年
十
目

か
ら
、
十
二
月
末
ま
で
村
章
の
一
般
公

募
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
村
内
は

も
と
よ
り
、
近
隣
の
市
町
村
の
か
た
が

補
助
、
各
種
負
担
金
・
補
助
金
な
ど
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陥

教
　
育
　
費
　
　
臓

一
億
『
千
二
百
七
十
六
万
一
干
円

　
こ
の
費
用
は
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・

佳
　
作

〃

入
　
選

努

力〃〃〃〃〃
賞

た
か
ら
も
出
品
し
て
い
た
だ

き
総
数
八
十
四
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

三
月
二
日
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
役
場
会
議
室
に
お
い
て

　
　
学
校
の
図
工
担
当
の
先

査
生
を
初
め
・
議
長
さ
ん

審
村
長
、
村
当
局
関
係
の

の
審
査
員
に
よ
り
、
慎
重

章
な
審
査
が
行
な
わ
れ
ま

寸
し
た
。
ど
の
作
品
も
カ

ネ　
　
作
の
た
め
、
優
秀
作
一

点
を
選
び
出
す
の
に
大
変
苦

慮
し
最
終
投
票
の
結
果
次
の

と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
優
　
秀

武
野
谷
整
司
さ
ん
　
日
高
町

武
政
克
巳
さ
ん
　
御
正
新
田

紅
林
良
和
さ
ん
川
越
市

橋
本
重
五
郎
さ
ん
御
正
新
田

黒
田
年
男
さ
ん
上
押
切

大
倉
佳
子
さ
ん
千
代

小
林
佐
智
子
さ
ん
　
　
塩

島
田
昌
造
さ
ん
　
　
柴

島
田
和
幸
さ
ん
　
　
柴

’
新
井
久
美
子
さ
ん
上
押
切

○
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
か
た
に
感
謝
申

し
上
げ
、
結
果
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

中
学
校
や
社
会
教
育
を
進
め
て
い
く
う

え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
件
費
、

備
品
、
諸
経
費
、
ま
た
、
保
健
体
育
費

な
ど
の
費
用
を
計
上
し
、
な
お
一
層
へ

」
へ
）

＼

＼
ソ

4
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〆
教
育
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝

土
　
木
　
費
　
　
粍

　
　
九
干
五
十
七
万
四
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
道
路
の
新
設
改
良
舗

装
な
ど
に
要
す
る
費
用
で
工
事
費
、
用

地
費
や
補
償
料
合
わ
せ
て
、
四
千
六
百

二
十
万
二
千
円
を
見
込
み
、
道
路
維
持

補
修
費
に
、
一
千
三
百
三
十
六
万
円
、

都
市
計
画
費
に
一
千
八
十
万
四
千
円
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

民
　
生
　
費
　
　
舶

　
　
八
千
百
七
十
一
万
円

　
こ
の
費
用
は
、
老
人
医
療
費
、
老
令

年
金
、
敬
老
事
業
費
な
ど
の
ほ
か
、
児

童
福
祉
関
係
で
は
、
児
童
手
当
、
乳
児

医
療
お
よ
び
保
育
所
運
営
費
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇

衛
　
生
　
費
　
　
2

　
　
二
千
三
百
九
十
五
万
七
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
、

健
康
で
明
る
い
生
活
が
で
き
ま
す
よ
う

に
、
公
衆
衛
生
の
向
上
、
生
活
環
境
な

ど
の
対
策
費
と
し
て
、
住
民
検
診
お
よ

び
各
種
予
防
接
種
事
業
費
、
不
燃
物
の

収
集
、
献
血
な
ど
の
費
用
お
よ
び
母
子

健
康
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
費
用
が
計

　
ゆ
ヨ
　
ヨ
ユ
　
ヨ
ヨ
ニ
た
ヨ
ヨ
ヨ
ゆ

　
一
た
ば
こ
は
　
　
　
　
　
一

｝
村
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
一

　
◆
ー
1
ー
！
塁
1
『
盈
i
I
ー
ー
5
ー
冒
5
置
○

／｛・へ

上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
以
上
、
お

も
な
項
目
を

見
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、

全
般
に
つ
き

ま
し
て
は
、

二
ぺ
ー
ジ
・

三
ぺ
ー
ジ
の

表
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、

ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

国

／へ

区　　　分 予算額 構成比 一世帯当り
（1，947）

人ロー人当り
　（8，618人）

1．議　会　費 2＆銘6 a5％ 14，紹6円 3，352円

2．総　務　費 138，613 16，8〃 71，193〃 1GO84〃

3．民　生　費 81，710 99〃 41，967〃 a481〃

4．衛　生　費 23，∈57 ag〃 1盆305〃 2，779〃

5．農林水産業費 240，572 29，1〃 123，560〃 27，915〃

6．商　工　費 3960 α5〃 ao34〃 460〃

7．土　木　費 90，574 11．0〃 4◎髭0〃 1α510〃

8．消　防　費 47，㏄8 57〃 24．180ウ 5463〃

9．教　育　費 112，761 13，6〃 5ス915〃 13，（84〃

1α公　債　費 56，田2 G8〃 29，061〃 a566〃

11．諸支出金 1

1Z予　備　費 aoOO α2〃 1，027〃 232〃

歳出合計 舩6，694 1億0〃 424，駁）9〃 95926〃

保

特

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
度
よ
り
、
二
〇
・
九
％

増
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
三
千
三

その他の収入

一　650千円0．5％

繰越金

　Z295千円1．7％

糠・／

1懸円麟勤

鴇轍．、％別

ム本

計
観臨
　　　79．7％

％8
　
　
　
　
　
　
円

λ
　
　
　
　
　
干
％

鞘
　
　
　
鶴
肪

朧06

　
　
　
　
総
既

3
　
等

　
3
　
費

　
　
養
円
　
　
　
円

　
　
鯨
綴
費
臓

　
産
祭
2
a
額
養
4
生

　
助
葬
5
　
高
療
5

百
四
十
三
万
三
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
内
訳
に
つ
き
ま
し
て
は
、
円
グ

ラ
フ
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

／へ　　　　　、

へ
、
L

能
率
的
な
運
営

に
努
力
し
て
お

り
ま
す
が
、
次

の
と
お
り
水
道

料
金
・
加
入
金

の
改
正
を
行
な

わ
せ
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
水
道
会

　
水
道
事
業
特
別
会
計
は
「
収
益
的
収

入
及
び
支
出
」
ど
「
資
本
的
収
入
及
び

支
出
」
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
の
収
支
は
、
営
業
面
を
あ
ら
わ
す

も
の
で
、
収
入
は
、
水
道
使
用
料
、
受

託
工
事
収
益
、
そ
の
他
営
業
収
益
な
ど

で
、
七
千
五
百
四
十
七
万
九
千
円
を
見

込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
支
出
は
、
原
水
費
、
給
水
配
水

費
や
職
員
の
給
与
費
、
減
価
償
却
費
な

水
道
料
金
・

　
み
な
さ
ま
が
、
毎
日
ご
使
用
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
村
の
水
道
事
業
会

計
も
電
気
料
の
値
上
り
、
企
業
債
の
利

息
増
の
た
め
昨
年
か
ら
赤
字
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
の
給
水
需
要
に
対
し

量
質
と
も
に
み
な
さ
ま
の
ご
要
求
に
お

答
え
す
る
た
め

経
営
の
合
理
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勧水道料金表（1ケ月分につ

加
入
金
の
改
正

ど
で
、
あ
わ
せ
て
四
千
六
百
二
十
三
万

四
千
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
れ
は
資
本
構
成
を
表
わ
す
も
の
で

収
入
は
企
業
債
や
新
規
加
入
者
分
担
金

及
び
負
担
金
、
一
般
会
計
か
ら
の
消
火

栓
の
費
用
な
ど
で
、
一
億
六
千
四
百
九

十
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
支
出
は
建
設

改
良
費
や
企
業
債
の
償
還
金
な
ど
で
、
．

一
億
七
千
七
百
三
十
七
万
四
千
円
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
一
年
四
月
分

　
　
　
　
　
　
　
　
検
針
か
ら

計
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

た
　
金
円
5
・
聯
竈
蹟
魂

れ
金
癬
　
　
　
L
盆

さ
入
加
単

正
加
径
　
3
0
5
0
0
0
5
Q

改
口
㎜
1
2
2
3
4
5
7
1
0

口径 基本料金 超　　過　　料　　金

13耗
10㎡まで 11～20㎡ 21～40㎡ 41㎡以上

600円㎡当り60円 ㎡当り65円 燗り70円

20耗

20㎡まで 21～40㎡ 41～60㎡ 61㎡以L

1，300円 〃　65円 〃　70円 〃　801】】

25耗
　～

50耗

50㎡まで 51～100ηε 101－500㎡ 501㎡以上

3，250円 〃　65円 〃　70円 〃　80円

75耗
　～

125耗

100㎡まで101～1ρ0
　　　㎡
1ρ01～2，000 2，001憾辻

6，500円 65円 70円 〃　80円

計算法基本料金＋超過料金＝水道料金
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固
定
資
産
税
第
［
期
納
期
（
塑
一
甥
野
で
）

　
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧
の
延
期

　
昭
和
五
十
一
年
度
の
固
定
資
産
税
は

評
価
替
え
の
基
準
年
度
に
あ
た
る
こ
と

と
、
事
務
処
理
の
改
善
や
、
地
方
税
法

の
一
部
改
正
が
国
会
で
、
成
立
が
遅
延

し
て
い
る
関
係
で
、
今
年
度
の
固
定
資
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産
税
第
一
期
分
の
納
期
を
一
カ
月
間
延

期
し
、
五
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
期
間
も
次
の
と
お
り
延
期
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。一

縦
覧
期
間
　
四
月
十
一
日
か
ら

　
　
　
　
　
四
月
三
十
日
ま
で

一
時
　
　
間
　
平
日
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
ま
で

　
　
　
　
　
土
曜
日
　
正
午
ま
で

一
場
　
　
所
　
江
南
村
役
場
税
務
課

　
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

毎
年
六
月
中
に
所
得
状
況
届
を
役
場
住

、
民
課
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
所
得
状
況
届
は
、
福
祉
年
金
の

＝福祉年金＝・
所得状況届をお忘れなく

受
給
者
本
人
や
そ
の
配
偶
者

あ
る
い
は
、
扶
養
義
務
者
の

昭
和
五
十
年
の
所
得
額
を
届

け
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
こ

の
届
出
に
よ
っ
て
、
今
年
の

五
月
か
ら
、
来
年
の
四
月
ま

で
の
一
年
間
福
祉
年
金
を
受

け
や
れ
る
か
ど
う
か
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

九
月
分
の
支
払
日
に
福
祉
年

㎜
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・
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明
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
証
（
手
帳
）
制
に

　
O
印
か
ん
を
登
録
し
た
か
た
に
「
印
か
ん
登
録
証
」
を
交
付
　
　
一
一
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○
印
か
ん
証
明
の
申
請
は
「
印
か
ん
登
録
証
」
を
持
参
く
だ
さ
い
一
一
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度
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
印
か
ん
登
録
を
行
な
う
と
き
の
主
な

改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
や
む
を
得
な
い
時
以
外
は
、
本
人

　
が
登
録
す
る
印
か
ん
を
持
っ
て
申
請

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴

　
印
か
ん
証
明
事
務
が
多
く
な
っ
た
こ

と
や
事
故
防
止
・
事
務
の
合
理
化
を
は

か
る
た
め
、
三
月
定
例
村
議
会
で
、
印

か
ん
条
例
の
全
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
の

四
月
一
日
か
ら
「
印
か
ん
登
録
証
」
制

『
＼

㌧）

）

　
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
本
人
が
申
請
し
た
時
、
次
の
場
合

　
は
、
即
日
登
録
が
出
来
ま
す
。

　
イ
　
官
公
署
の
発
行
し
た
免
許
証
、

　
　
許
可
証
も
し
く
は
身
分
証
明
書
で

　
　
本
人
の
写
真
の
貼
っ
て
あ
る
も
の

　
　
を
提
示
し
た
と
き
。

　
ロ
　
村
内
で
、
す
で
に
登
録
し
て
あ

　
　
る
保
証
人
が
、
本
人
で
あ
る
こ
と

　
　
を
保
証
し
た
書
面
（
役
場
に
用
紙

　
　
は
有
り
ま
す
）
を
持
参
し
た
と
き

登
録
替
は
一
年
以
内
に
申
し
出
を

　
現
在
登
録
し
て
あ
る
か
た
は
来
年
の

三
月
末
ま
で
に
登
録
切
替
の
申
し
出
を

役
場
住
民
課
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

の
で
、
五
月
期
分
の
支
払
を
う
け
た
あ

と
、
国
民
年
金
証
書
と
印
か
ん
を
ご
持

参
の
う
え
、
お
早
目
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　
重
度
心
身
障
害
の
か
た
に

　
　
医
療
費
の
一
部
を
助
成

　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
か
ら

　
こ
の
四
月
一
日
か
ら
、
重
度
心
身
障

害
者
の
か
た
に
、
次
に
よ
り
、
医
料
費

の
自
己
負
担
分
に
つ
い
て
、
助
成
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

　
一
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
か
た
で

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
う
け
た

　
か
た
、
ま
た
は
特
別
の
理
由
に
よ
り

　
そ
の
手
帳
を
所
持
し
て
い
な
い
か
た

　
で
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
定
め
ら

　
れ
て
い
る
一
級
ま
た
は
二
級
の
障
害

　
を
有
す
る
か
た
。

○
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
か
た
ま

　
た
は
、
特
別
の
理
由
に
よ
り
療
育
手

　
帳
を
所
持
し
て
い
な
い
か
た
で
、
重

　
度
の
障
害
を
有
す
る
か
た
。

　
た
だ
し
、
入
院
の
際
の
差
額
ベ
ッ
ト

料
、
往
診
の
際
の
車
代
、
薬
び
ん
代
等

は
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
課
に
お
た

づ
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
郵
便
は
が
き
を

　
　
　
　
　
差
し
上
げ
ま
す

　
　
　
重
度
身
体
障
害
者
の
か
た
に

　
重
度
の
身
体
障
害
者
手
帳
（
一
級
～

　　　ノ
㌧“r｝ノ

二
級
）
を
お
持
ち
の
満
六
歳
（
こ
の
四

月
一
日
現
在
）
以
上
の
か
た
に
、
身
体

障
害
者
福
祉
強
調
運
動
に
ち
な
み
、
郵

便
は
が
き
を
、
お
一
人
に
つ
き
二
十
枚

次
に
よ
り
差
し
上
げ
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は

　
手
帳
を
ご
持
参
の
う
え
、
郵
便
局
に

お
申
出
く
だ
さ
い
Q

’
代
理
の
か
た
の
お
申
出
で
も
、
ま
た

郵
便
に
よ
る
お
申
出
で
も
結
構
で
す
。

郵
便
に
よ
る
申
出
は

　
郵
便
に
よ
る
場
合
は
、
ご
本
人
の
手

帳
番
号
、
級
別
、
住
所
ま
た
は
居
所
、

氏
名
を
ご
記
入
の
う
え
、
押
印
し
て
お

申
出
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
同
年

五
月
十
日
ま
で
。

　
な
お
、
お
申
出
の
た
め
の
用
紙
は
、

郵
便
局
・
役
場
住
民
課
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
吉
岡
郵
便
局
に
お
た

　
づ
ね
く
だ
さ
い
。
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器
菱

松
山
市
）

ま
で
足
を
運
ん
だ
そ
う
で
す
よ
。

　
郷
土
シ
リ
ー
ズ

　
　
第
三
話

椎
樫
稲
荷

　
　
　
　
小
江
川

　
　
　
　
三
角
　
英
吉

　
　
元
禄
（
一
、
七
〇
三
）

　
の
終
り
頃
で
も
ま
だ
ま
だ

　
し
ゃ
れ
た
名
残
り
が
あ
っ

　
て
、
松
山
方
面
（
今
の
東

の
絹
商
人
は
、
深
谷
の
絹
市

　
そ
し
て
、
あ

る
絹
商
人
さ
ん

は
、
毎
月
六
の

市
に
は
番
頭
さ

ん
か
、
丁
稚
ど

ん
を
連
れ
て
行

く
の
で
す
が
そ

の
日
に
限
っ
て

し
ょ
つ
ち
ゅ
う

行
き
慣
れ
た
道

だ
か
ら
と
い
っ

て
一
人
で
出
掛

け
、
帰
り
は
押

切
の
渡
し
を
渡

っ
た
の
が
酉
の

刻
（
午
後
五
時

か
ら
七
時
頃
）

に
捨
場
坂

ま
で
来
た
の
で
、

本
道
、

／一一“

　
（
権
現
坂
の
西
に
あ
る
坂
）

　
　
　
　
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
一

松
山
宿
ま
で
急
げ
ば
半
時
（
一

（

行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
は
て
お
か
し

い
な
あ
…
と
思
い
な
が
ら
も
テ
ク
テ
ク

歩
く
内
に
、
変
に
生
温
か
い
風
を
身
に

う
け
、
ヒ
ョ
イ
ッ
と
前
を
見
る
と
、
四

ッ
五
ツ
の
灯
り
が
目
に
入
っ
た
の
で
、

そ
れ
に
近
ず
き
、
　
「
モ
シ
モ
シ
道
に
迷

っ
て
難
渋
し
て
居
る
者
で
す
が
已
と
、

言
っ
て
も
返
事
が
な
い
。
し
ば
ら
く
後

を
つ
い
て
行
く
と
、
ス
ー
ッ
と
提
灯
の

火
が
消
え
た
の
で
、
気
味
の
悪
い
晩
だ

　
　
　
　
　
　
　
な
あ
と
見
渡
す
と
、

時
問
〉
だ
。
や
れ
や
れ
と
山
に
入
っ
て
　
～

寡
用
を
た
し
、
山
か
ら
出
て
な
に
乙

勘
違
い
し
た
の
か
、
道
し
る
べ
を
右
に
～
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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㎜

見
な
れ
た
稲
荷
様

の
入
口
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
不
思

議
な
事
が
あ
る
も

の
だ
と
浮
か
ぬ
顔

で
家
に
帰
り
一
部

始
終
を
話
す
と
や

さ
し
い
お
内
儀
さ

ん
は
、
　
「
お
稲
荷

さ
ん
に
救
わ
れ
た

の
で
す
ね
。
狐
の

お
嫁
入
で
し
ょ
う
已

と
、
絹
を
一
匹
奉

納
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
噂
が
近
在
に

広
ま
り
、
迷
い
稲

荷
と
言
っ
て
、
絹
を
四
十
セ
ン
チ
位
に

切
っ
て
お
伊
勢
参
り
や
西
国
、
秩
父
路

霊
場
札
所
巡
り
の
お
遍
路
さ
ん
た
ち
は

（
へ
、

一
般
県
道
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
広
瀬
線

　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
大
橋

　
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
三
十
日
に
完

成
し
た
滑
川
村
大
字
福
田
か
ら
村
岡
ま

で
（
六
・
九
㎞
）
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て

こ
の
三
月
一
日
に
、
万
吉
か
ら
広
瀬
ま

で
の
（
四
・
八
㎞
）
県
道
武
蔵
丘
陵
森

林
公
園
広
瀬
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
車
道
は
六
・
五
m
幅
で
両
側
に
二
m

の
歩
道
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
道

路
工
事
の
主
工
事
と
し
て
、
江
南
村
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
そ
の
絹
を
借
り
て
身
に
付
け
れ
ば
、
迷

　
わ
ず
無
病
息
災
で
廻
れ
た
そ
う
で
す
。

　
　
そ
し
て
お
礼
に
絹
を
倍
に
し
て
返
し

　
た
と
言
う
伝
え
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
い
つ
の
時
代
に
か
椎
樫
稲
荷
様
ど
呼

　
ば
れ
、
庶
民
の
願
い
事
、
迷
い
事
を
叶

　
え
て
く
れ
、
ま
た
、
粋
な
お
稲
荷
さ
ん

　
は
恋
の
願
い
も
聞
き
入
れ
て
く
れ
た
の

　
で
し
ょ
う
。
祈
り
を
こ
め
た
折
り
紙
が

　
椎
の
枝
に
咲
い
た
様
に
結
ん
で
あ
っ
て

　
は
や
っ
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大

　
願
成
就
の
旗
も
、
繭
玉
の
姿
も
昔
の
面

　
影
は
う
す
れ
、
白
狐
だ
け
は
所
せ
ま
し

　
と
仲
よ
く
雑
居
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
今
で
は
、
『
交
通
安
全
を
守
っ
て
く
れ

　
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
　
現
在
で
も
、
こ
の
お
稲
荷
さ
ん
は
、

　
こ
こ
に
根
を
お
ろ
し
、
枯
れ
て
は
芽
を

　
出
し
九
百
年
の
長
い
歴
史
を
積
み
重
ね

　
て
来
た
巨
木
の
か
げ
に
赤
い
鳥
居
と
共
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～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

～
～
～
～
，
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
」

三
月
一
日
開
通

熊
谷
市
を
結
ん
で
荒
川
に
架
設
さ
れ
た

熊
谷
大
橋
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
橋
は
、
四
十
八
年
十
一
月
に
着

　
　
　
（
開
通
し
た
熊
谷
大
橋
）

　
工
、
五
十
［
年
一
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
橋
の
長
さ
一
・
二
㎞
、
幅
一
〇
m
で

　
片
側
に
二
・
五
m
の
歩
道
が
あ
り
、
コ

　
ン
ク
リ
ー
ト
橋
と
し
て
は
、
現
在
日
本

r
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
」

に
、
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ま
い
を
見
せ

て
お
り
ま
す
。

（
椎
樫
稲
荷
は
小
江
川
の
岡
部
弘
光
さ

ん
宅
の
西
側
に
あ
り
ま
す
。
）

　
次
回
は
大
沼
哀
話
の
予
定
で
す
。

一
の
長
さ
で
、
デ
ィ
ビ
ダ
ー
ク
工
法
と

云
う
新
工
法
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
平
面
交
叉
部

　
　
　
　
　
　
横
断
に
は

　
　
　
　
　
細
心
の
注
意
を
〃

　
こ
の
道
路
は
二
車
線
で
、
速
度
制
限

は
五
〇
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
こ
の
道
路
に
は
信
号
機
の
な
い

平
面
交
叉
部
分
が
数
ヵ
所
あ
り
、
こ
こ

を
横
断
す
る
場
合
、
注
意
し
な
い
と
大

変
危
険
で
す
。

　
特
に
樋
春
南
か
ら
樋
春
北
に
抜
け
る

交
叉
点
は
、
三
月
に
死
亡
事
故
を
含
む

二
件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
有
料
道
路
を
直
進
し
て
い
る
自
動
車

は
、
か
な
り
の
速
度
を
だ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
遠
く
の
方
だ
か
ら
と
安
心
し
て

い
て
も
、
ま
た
た
く
間
に
接
近
し
て
き

ま
す
。
次
の
表
は
、
時
速
を
秒
速
に
計

算
し
な
お
し
た
も
の
で
す
。

時
速
40
㎞
は
秒
速
十
一
メ
ー
ト
ル

時
速
50
㎞
は
秒
速
十
四
メ
ー
ト
ル

時
速
60
㎞
は
秒
速
十
七
メ
ー
ト
ル

時
速
70
㎞
は
秒
速
十
九
メ
ー
ト
ル

時
速
80
㎞
は
秒
速
二
十
ニ
メ
ー
ト
ル

　
　
こ
の
よ
う
に
、
一
秒
間
に
十
数
メ
ー

　
ト
ル
も
進
ん
で
き
ま
す
。

　
　
横
断
す
る
と
き
、
安
全
か
、
安
全
で

　
な
い
か
一
瞬
判
断
に
迷
っ
た
時
は
、
大

　
事
を
と
っ
て
、
車
を
や
り
過
ご
し
、
も

　
っ
と
安
全
な
機
会
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

～～～～～～～～
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同和対策シリーズ（11）

戦後の部落解放運動と

オールロマンス事件

　
敗
戦
に
よ
っ
て
日
本
の
経
済
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
社
会
に
い
ぢ
じ
る
し
い
変

化
と
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
な

か
で
、
平
和
と
民
主
主
義
、
基
本
的
人
権

を
う
た
っ
た
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
、
政
治

経
済
、
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
民
主

的
改
革
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
戦
時
中
弾
圧
さ
れ

て
い
た
部
落
解
放
運
動
も
、
戦
後
い
ち
早

く
復
活
し
、
昭
和
二
十
一
年
に
は
「
部
落

解
放
全
国
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、
目
ま

ぐ
る
し
い
社
会
変
動
の
な
か
で
解
放
運
動

が
進
め
ら
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
か
ら
“
近
代
的
市
民
権
が
、
と
く
に
被

差
別
部
落
の
人
々
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
部
落
差
別
を
温
存
し
、
か
つ
助
長

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
生
存
権
、
自
由

権
な
ど
の
諸
権
利
を
確
立
し
、
そ
れ
を
高

め
る
こ
と
が
社
会
的
差
別
の
撤
廃
の
た
め

に
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
”
と
い
う
見
地

に
立
っ
た
解
放
運
動
が
、
本
格
的
に
進
め

ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
が
、

昭
和
二
十
六
年
に
京
都
市
で
起
こ
っ
た
オ

ー
ル
ロ
マ
ン
ス
事
件
で
し
た
。

　
こ
の
オ
ー
ル
ロ
マ
ン
ス
事
件
と
は
、
京

都
市
の
職
員
が
、
雑
誌
「
オ
ー
ル
ロ
マ
ン

ス
」
に
被
差
別
部
落
を
舞
台
と
し
た
小
説

を
の
せ
、
こ
の
な
か
で
被
差
別
部
落
の
劣

悪
な
生
活
実
態
を
表
現
し
、
社
会
間
題
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
件
が
、
部
落
解
放
運
動
に
と
う

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
作
者
や
雑

誌
を
糾
弾
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
の

で
は
な
く
て
、
市
の
行
政
の
怠
慢
を
厳
し

く
指
摘
し
た
こ
と
で
す
。

　
す
な
わ
ち
、
小
説
が
そ
の
対
象
と
し
て

描
写
し
て
い
る
被
差
別
部
落
の
劣
悪
な
生

活
実
態
こ
そ
、
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
に

対
す
る
差
別
観
念
を
助
長
拡
大
す
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
そ
の
状
況
を
改
善
し
よ
う

と
し
な
い
京
都
市
行
政
の
停
滞
は
、
差
別

助
長
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
が
問
題

に
さ
れ
た
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
被
差
別
部
落
の
劣
悪
な
状
況

を
、
被
差
別
部
落
な
る
が
ゆ
え
に
当
然
の

こ
と
と
し
て
放
置
し
て
き
た
こ
と
は
、
行

政
の
怠
慢
で
あ
り
、
そ
れ
が
同
時
に
ま
た

部
落
差
別
を
温
存
さ
せ
て
き
た
理
由
で
、

行
政
が
こ
う
し
た
姿
勢
を
根
本
的
に
改
め

な
い
限
り
、
部
落
差
別
は
な
く
な
ら
な
い

と
指
摘
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
事
件
を
境
に
京
都
市
で
は
、
局
和

対
策
の
総
合
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
同
和

行
政
推
進
の
た
め
の
積
極
的
施
策
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
オ
ー
ル
ロ
マ
ン

ス
事
件
は
、
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
同
和
行

政
を
推
進
さ
せ
る
大
き
な
契
機
と
な
っ
た

の
で
す
。

　
ま
た
一
方
、
昭
和
二
十
七
年
の
広
島
県

の
吉
和
中
学
事
件
を
は
じ
め
と
す
る
一
連

の
学
校
教
育
の
場
で
の
差
別
事
件
を
通
じ

て
、
被
差
別
部
落
の
子
ど
も
た
ち
が
、
教

育
の
場
で
も
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
学
校
教
育
と

社
会
教
育
の
両
方
の
面
で
い
わ
ゆ
る
同
和

教
育
を
推
進
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
く

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連
合
会

　
　
執
行
委
員
長
　
野
本
勝
彦
先
生
）

えちのし、

b轡～〉く

　
　
領
収
書
の
形
式

　
特
に
定
ま
っ
た
書
式
は
な
く
、

領
収
金
額
、
そ
の
内
容
、
受
領
年

月
日
、
受
取
人
名
、
押
印
が
あ
れ

ば
有
効
で
す
。
支
払
を
す
る
と
き

は
、
必
ず
領
収
書
を
も
ら
う
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
領
収
書
の
効
力

　
支
払
の
証
拠
だ
け
で
な
く
、
二

重
払
い
を
避
け
、
家
計
の
参
考
に

も
役
立
ち
、
契
約
や
税
金
に
対
す

る
効
力
も
あ
り
、
税
金
の
申
告
に

は
、
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
親
の
心
は

　
そ
の
ま
ま
こ
ど
も
に

　
　
伝
わ
り
ま
す

亀α回
人
事
異
動

－

　
　
　
四
月
一
日
付
で

　
新
年
度
に
な
り
、
次
の
と
お
り
異
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
◎
教
職
員
異
動

江
南
南
小
関
係

前
校
長
　
　
森
本
澄
　
退
職

養
護
教
諭
　
和
田
ト
ミ
子
　
滑
川
高
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

臨
任
教
諭
　
守
菊
美
　
退
職

教
　
諭

〃

天
笠
徹
　
鷲
宮
町
桜
田
小

　
　
　
　
か
ら

大
淺
美
江
子
　
新
任

江
南
北
小
学
校
関
係

教
　
諭
　
　
木
村
巳
美

〃〃〃〃

長
島
つ
る

代
久
子

秋
元
春
枝

町
田
春
子

上
尾
市
原
市

小
教
頭
へ

退
職

大
麻
生
小
か

h
り新

任
新
任

江
南
中
学
校
関
係

教
　
頭
　
　
篠
原
芳
夫

教
　
諭

〃〃

教
　
頭

教
　
諭

〃

篠
田
登

森
田
延
孝

持
田
孝
子

轟
忠
良

小
川
智

田
中
裕
作

栄
養
職
員
　
伊
藤
好
枝

臨
任
（
村
）
石
河
信
雄

　
寄
居
中
教
頭

　
へ

玉
井
中
へ

　
岡
部
中
へ

　
豊
里
中
へ

寄
居
中
か
ら

川
本
南
中
か
ら

　
北
本
市
北
本

　
中
か
ら

　
新
任

　
新
任

役
職
員
交
替

　
各
字
で
お
骨
折
り
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
区
長
さ
ん
に
も
、
次
の
と
お
り
交

替
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
カ
ッ
コ
内
前
任
者
）

野
　
原
　
　
宅
森
正
作
（
木
村
善
作
）

樋
春
北
　
　
馬
場
勝
美
（
平
山
友
安
）

）

）

　　ノ
）4
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の
晶

焔
存
働

　
　
よ

　
お
手
つ
だ
い

　
　
　
江
南
北
小
　
一
年
一
組

　
　
　
　
　
　
笠
原
あ
き
子

　
わ
た
し
は
、
き
の
う
、
お
か
あ
さ
ん

に
、
　
「
あ
き
子
、
ほ
と
け
さ
ま
の
ご
は

ん
を
さ
げ
て
ち
ょ
う
だ
い
已
と
い
わ
れ

た
の
で
、
　
「
は
い
已
と
い
っ
て
す
ぐ
ほ

と
け
さ
ま
の
ご
は
ん
を
さ
げ
て
き
ま
し

た
。
ご
は
ん
を
お
ろ
し
て
き
た
ら
、
お

か
あ
さ
ん
が
、
　
「
あ
き
子
は
、
い
い
子

だ
ね
凶
と
沿
か
あ
さ
ん
が
ほ
め
て
く
れ

ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。

　
そ
ば
に
い
た
お
と
う
と
が
、
“
プ
ン
”

と
し
た
か
お
を
し
て
、
お
こ
っ
て
い
る

み
た
い
で
す
。
ま
る
で
、
た
こ
の
よ
う

で
し
た
。
き
っ
と
、
じ
ぶ
ん
が
ほ
め
ら

れ
た
か
っ
た
の
か
な
あ
。
お
こ
っ
て
い

る
お
と
う
と
と
　
　
∂

い
っ
し
よ
に
、

こ
ん
ど
は
、
ほ
と

け
さ
ま
に
、
ご
は
ん
を
あ
げ
に

い
き
ま
し
た
。

　
お
か
あ
さ
ん
が
、
　
「
ま
さ
ゆ
き
も
い

い
子
だ
ね
凶
と
い
っ
た
ら
、
ま
さ
ゆ
き

は
、
　
「
ど
ん
な
も
ん
だ
い
已
と
い
う
よ

酒

（

－
隷
い
丞

の
で
、
こ
ん
ど
は
、
　
　
　
・

き
ょ
う
そ
う
し
よ
う

と
、
わ
た
し
が
ゆ
う

と
、ろ

い
ね
。
と
い
っ
て
、

こ
ぎ
だ
し
ま
し
た
が
、

も
な
か
な
か
う
ご
き
ま
せ
ん
。

ち
ゃ
ん
に
ま
け
た
の
で
、

ろ
う
と
い
っ
て
、

う
な
、
え
ば
っ
た
か
お
を
し
て
、
ニ
コ

ニ
コ
し
て
い
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
お
手
つ
だ
い
し
て
、
ほ

め
ら
れ
た
と
き
、
と
て
も
よ
い
気
も
ち

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
と
う
と
と
い
っ
し

ょ
に
、
お
手
つ
だ
い
を
し
て
い
こ
ヶ
と

お
も
い
ま
し
た
。

　
ぶ
ら
ん
こ

　
　
　
江
南
北
小
　
二
年
二
組

　
　
　
　
　
　
鎌
塚
由
弥
子

　
わ
た
し
は
、
か
お
る
ち
ゃ
ん
と
ぶ
ら

ん
こ
で
あ
そ
び
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
二
人
で
そ
ろ
っ
て
こ
ぐ

こ
と
に
し
ま
し
た
．
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
二

蠕

　
　
か
お
る
ち
ゃ
ん
も
き
っ
と
お
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
い
ど
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
ら
こ
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
う
一
度
や

　
　
　
　
　
　
二
回
め
の
き
ょ
う
そ

う
を
し
た
け
れ
ど
も
思
う
よ
う
に
う
ご

き
ま
せ
ん
。
や
っ
と
か
ち
ま
し
た
。
三

回
め
は
ど
う
て
ん
。
つ
ぎ
は
、
き
ょ
う

そ
う
で
な
く
そ
ろ
っ
て
こ
ぐ
こ
と
に
し

た
け
れ
ど
、
か
お
る
ち
ゃ
ん
も
、
わ
た

し
も
ど
う
し
て
も
こ
げ
な
い
の
で
つ
な

げ
て
あ
る
の
を
や
め
て
、
は
な
し
て
こ

ぎ
ま
し
た
。
つ
な
い
だ
と
き
よ
り
、
よ

く
こ
げ
て
、
だ
ん
だ
ん
上
の
方
へ
と
ん

で
行
く
み
た
い
。
わ
た
し
の
体
は
空
に

と
ん
で
い
く
み
た
い
で
す
。

　
か
お
る
ち
ゃ
ん
も
わ
た
し
に
ま
け
な

い
よ
う
に
、
ま
っ
か
な
顔
を
し
て
こ
い

で
い
ま
す
。
ま
け
な
い
よ
う
に
わ
た
し

も
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　
二
人
と
も
木
の
は
で
、
と
ん
で
い
く

み
た
い
に
と
て
も
気
も
ち
が
よ
か
っ
た

で
す
。

　
べ
ん
強
の
は
じ
ま
る
チ
ャ
イ
ム
が
な

っ
た
の
で
や
め
ま
し
た
。

修
学
旅
行

　
　
　
江
南
北
小
　
六
年
一
組

　
　
　
　
　
　
小
和
瀬
範
子

　
六
月
五
日
、
六
日
と
修
学
旅
行
へ
行

っ
た
。
行
き
先
は
「
鎌
倉
」
「
江
の
島
」

「
箱
根
」
だ
。

　
み
ん
な
が
そ
ろ
い
、
い
よ
い
よ
出
発

だ
。
東
松
山
辺
り
を
走
っ
て
い
る
と
雨

が
「
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
凶
降
っ
て
き
た
。

私
は
、
　
「
朝
は
降
っ
て
い
な
か
っ
た
の

に
…
…
已
と
思
う
と
何
だ
か
つ
ま
ら
な

く
な
っ
て
き
た
。

　
横
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
休
憩
し
、
鶴

岡
八
幡
宮
に
着
い
た
。
私
は
す
ぐ
、
隠

れ
い
ち
ょ
う
と
舞
殿
が
目
に
入
っ
た
。

　
隠
れ
い
ち
ょ
う
の
脇
の
石
段
を
数
え

な
が
ら
登
る
と
六
一
段
。
お
昼
は
、
八

幡
宮
で
食
べ
た
。
次
に
頼
朝
の
墓
。
そ

　
　
　
○

を
ひ
と
回
り
し
て
鎌
倉
の
大
仏
へ
向
か

っ
た
。
大
仏
は
、
体
重
一
二
一
ト
ン
。

面
長
二
・
三
五
m
、
口
広
○
・
八
二
m
、

耳
長
一
・
九
m
。
そ
こ
を
出
て
バ
ス
に

乗
っ
た
。
少
し
行
く
と
江
の
島
が
見
え

て
き
た
。
イ
ル
カ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
芸

を
見
せ
て
く
れ
た
。
次
に
水
族
館
。
そ

し
て
や
っ
と
旅
館
に
着
い
た
。
お
風
呂

に
入
っ
た
り
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
た
後
、
疲
れ
た
の
か
ぐ
っ
す
り

眠
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
朝
は
、
五
時
半
ご
ろ
起
き
、
朝
食
を

済
ま
し
、
旅
館
を
出
た
。
そ
し
て
芦
の

湖
を
パ
イ
オ
ニ
ア
号
で
、
湖
尻
桃
源
台

ま
で
行
っ
た
。
そ
の
後
は
大
涌
谷
。

　
と
て
も
く
さ
か
っ
た
。
次
に
大
涌
谷

自
然
科
学
館
へ
入
っ
た
。
そ
こ
を
出
て

何
時
間
た
っ
た
だ
ろ
う
。
も
う
江
南
村

だ
。
お
母
さ
ん
も
迎
え
に
出
て
い
た
。

　
こ
の
二
日
間
で
、
残
念
だ
っ
た
事
は

初
日
に
雨
が
降
っ
た
事
だ
。
で
も
私
に

と
っ
て
、
よ
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

も
し
も
の
時
に
！

　
加
入
は
お
す
み
で
す
か

ー
市
町
村
交
通
災
害
共
済
ー

三
月
に
、
区
長
さ
ん
や
学
校
に
お
ね

が
い
し
て
取
り
ま
と
め
い
た
だ
き
ま
し

た
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
者
が
年
々

増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
不
幸
に
し
て
災
害
を

う
け
た
か
た
や
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
身

近
に
感
じ
た
か
た
が
多
く
な
り
、
残
念

な
こ
と
で
す
が
、
関
心
が
高
ま
っ
た
こ

と
の
表
わ
れ
で
し
ょ
う
か
。

※
昨
年
度
の
加
入
者
数
や
見
舞
金
支
給

額
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

加
入
者
数
・
：
：
：
：
．
四
、
四
一
一
名

会
費
総
計
：
二
百
十
九
万
二
千
七
百
円

見
舞
金
支
給
件
数
：
：
・
：
：
・
十
八
件

見
舞
金
額
・
：
・
二
百
八
十
六
万
五
千
円

◎
取
り
ま
と
め
期
間
中
に
ご
加
入
に
な

ら
な
か
っ
た
か
た
で
、
こ
れ
か
ら
で
も

ご
加
入
に
な
り
た
い
と
お
考
え
の
か
た

は
役
場
総
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
電
話
　
三
六
ー
一
五
一
二

　
新
入
生
の
交
通
安
全

○
学
用
品
は
前
の
日
に
確
か
め
さ
せ
、

忘
れ
物
の
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
早
め

に
登
校
さ
せ
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
登
下
校
中

よ
り
帰
宅
後
や
休
日
の
午
後
に
自
宅
附

近
の
道
路
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
安
全
な
場
所
を
教
え
て
、
そ
こ
で

遊
ぶ
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。
．

○
道
路
や
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る

こ
ど
も
を
み
た
ら
、
う
ち
の
子
、
よ
そ

の
子
問
わ
ず
、
　
“
危
い
か
ら
や
め
な
さ

い
”
と
「
愛
の
一
声
」
か
け
ま
し
ょ
う
。
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50
年
度
火
災
救
急
白
書

火
災
81
件
　
損
害
額
一
億
六
干
七
百
五
十
万
円

救
急
車
出
動
件
数
…
二
、
三
七
七
件

　
　
　
　
　
ー
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
ー

腸
火
　
　
災
阿

　
全
国
の
火
災
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、

日
本
の
ど
こ
か
で
、
七
分
間
に
一
件
の

火
災
が
発
生
し
、
一
日
に
三
億
円
の
財

産
が
灰
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
管
内
で
は

　
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
の
火
災
件

数
は
八
十
一
件
で
、
前
年
よ
り
一
件
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
，

死
者
は
倍
に

　
火
災
に
よ
る
死
者
は
五
人
、
負
傷
者

は
八
入
で
、
前
年
よ
り
も
死
者
が
倍
以

上
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

火
災
原
因
は

　
火
災
の
発
生
原
因
の
内
訳
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
、、、　　　、　　　、　　　、

　
以
上
の
よ
う
に
、

不
注
意
や
た
ば
こ
の
火
の
不
始
末
な
ど

が
あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
供

ガ
ス
レ
ン
ヂ
　
八
件

放
火
お
よ
び
放
火
の
疑
い
の
あ

る
も
の
　
八
件

た
ば
こ
　
八
件

風
呂
か
ま
ど
　
六
件

た
き
火
　
五
件

子
供
の
火
遊
び
　
五
件

　
　
　
　
　
器
具
類
の
取
扱
の

が
マ
ッ
チ
を
持
っ
て
い
る
の
を
見
た
ら
、

よ
そ
の
子
で
も
注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

》
フ
。

　
一
億
六
千
七
百
五
十
万
円
も
の
大
切

な
財
産
を
灰
に
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い

火
災
で
も
、
私
た
ち
の
日
常
の
心
掛
け

衛生関係行事予定表

一
つ
で
、
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
当
組
合
市
町
村
別
火
災
発
生

件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
熊
谷
市
　
　
　
五
十
八
件

　
　
妻
沼
町
　
　
　
十
四
件

　
　
大
里
村
　
　
　
　
六
件

　
　
江
南
村
　
　
　
　
三
件

　
　
　
合
計
　
　
八
十
一
件

”
救
　
急
皿

毎
日
平
均
五
、
六
回
出
動

月 行　　　　事 対　象　者 場　　所 時　　　間

4
　
　
月

19日妊－婦検診 村内妊婦全員 母子センター 1：30
20日狂犬病予防登録注射 村内4カ所 9：30～3：00

27日　　　〃 役　　　　場 9：30～12：00

5
　
　
　
　
　
　
月

4日乳幼児健康相談 51年2月生まれ 母子センター 1：30・

12日3　種混　合
1　　期

49．1。1～49．6．30
〃 〃

15日子犬等不用犬巡回収集 村内各所 9：30～12：00

17日妊　婦　検　診 村内妊婦全員 母子センター 1：30
18日と25日　日　脳 47。4．2～48．4．1 〃 〃

20日生　　ワ　　ク 50．7．1～5α12．31
51．1．1～51．6．30

〃 〃

6
　
　
　
　
月

7日乳幼児健康相談 51年3月生まれ 〃 〃

11日3　種　混　合 1　期49．1．1～49．6。3Q
〃 〃

15日乳幼児一斉検診

16日　　　〃

50．　4．　2
　　～
51。　4．　1

〃 〃

21日妊　婦　検　診 村内妊婦全員 〃 〃

熱
＼
、
悼
◇
〉

・
“
ギ
・

※この表は予定ですので、変更することがあります

　
救
急
出
場
件
数
は
二
、
三
七
七
件
で

前
年
よ
り
三
八
七
件
増
加
し
、
ま
た
、

病
院
な
ど
へ
搬
送
し
た
人
員
は
二
、
四

八
三
人
で
す
。

　
救
急
出
動
内
訳

一
位
　
急
病
　
一
千
六
十
八
件
で
全
体

　
　
　
　
　
の
四
十
八
・
三
％

二
位
　
交
通
事
故
　
八
百
五
件
で

　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
三
・
九
％

三
位
　
一
般
負
傷
　
二
百
二
十
件
で

　
　
　
　
　
　
　
　
九
・
三
％

◆
く
ら
し
の
メ
モ
◆

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
…
…
①

　
化
学
繊
維
の
急
速
な
進
歩
と
多
様
化

し
た
衣
生
活
の
な
か
で
、
伝
統
的
な
洗

濯
の
し
か
た
で
は
、
主
婦
の
手
に
負
え

な
い
部
分
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
さ
え
次
々
と
登

場
す
る
新
し
い
繊
維
や
素
材
、
複
雑
な

デ
ザ
イ
ン
、
異
質
素
材
の
組
合
せ
｝

な
ど
に
つ
い
て
の
科
学
的
な
処
理
・

知
識
や
熟
練
し
た
技
術
が
追
い
つ
．

い
て
ゆ
け
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
上
の
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
特
徴

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
も
、
い
ろ

い
ろ
な
方
式
・
特
徴
が
あ
り
ま
す

の
で
、
目
的
に
あ
わ
せ
て
店
を
選

び
ま
し
ょ
う
。
一

　
　
　
　
．
ノ

　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
㌧

◎
自
家
経
営
店
勇
確
翻

　
○
専
門
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
が
い
る

　
○
店
主
の
人
柄
、
技
術
が
わ
か
り
、

　
　
信
頼
度
が
わ
か
り
や
す
い
。

◎
コ
壬
ヨ
ッ
プ
霧
講
料

　
○
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
専
門
。
機
．

　
　
械
作
業
で
人
手
を
か
け
な
い
の
で

　
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
が
い
な
く
て
も

　
　
開
業
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

　
O
利
用
者
は
、
素
材
に
つ
い
て
の
予

　
　
備
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
。
　
（
多

　
　
く
の
場
合
、
塩
素
系
合
成
溶
済
を

　
　
使
用
し
て
い
る
。
）

◎
取
り
継
ぎ
店
窪
文
だ
け
取
継
ぐ
店
）

　
○
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
い
な
い
店
が

　
　
多
い
。
○
何
人
か
の
人
手
を
通
る

　
　
の
で
意
思
疎
通
が
思
う
よ
う
に
い

　
　
か
な
い
場
合
が
あ
る
。
（
埼
玉
県
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
）

　
　
　
軸
0
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4月から関東地

　　　　皆様




